
日
本
海
国
土
軸
の
一
部
を
担
う
山
陰
自
動

車
道
路
の
う
ち
、
鳥
取
県
西
部
の
中
山
・
名

和
道
路
と
名
和
・
淀
江
道
路
の
工
事
が
、
ロ

月
幻
日
の
開
通
に
向
け
大
詰
め
を
迎
え
て
い

る
。
急
ピ
ッ
チ
で
舗
装
工
事
が
進
む
中
、
中

山
・
名
和
道
路
下
市
舗
装
工
事
(
施
工
U
奥

村
組
土
木
興
業
)
で
採
用
し
て
い
る
情
報
化

(
I
C
T
)
施
工
が
作
業
の
効
率
化
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
。
日
本
建
設
機
械
施
工
協

会
中
国
支
部
が
ロ
日
に
開
い
た
体
験
型
の
情

報
化
施
工
研
修
会
に
は
多
く
の
関
係
者
が
集

ま
っ
た
。

中
山
・
名
和
道
路
は
、
中
国
地
方
整
備
局

が
計
画
を
進
め
る
鳥
取
県
大

山
町
下
市
か
ら
八
重
ま
で
の

長
さ
4
・
3
キ
ロ
の
自
動
車
専

用
道
路
。
こ
の
う
ち
、
奥
村

組
土
木
興
業
が
担
当
す
る
下

市
舗
装
工
事
は
大
山
町
殿
河

内
地
内
i
松
河
原
地
内
の
長
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中山・名和道下市舗装で情報化施工
奥村組土木興業が採用

向
上
じ

施工現場(1C Tが作業員の負担軽減に貢献している〉

さ
1
8
2
6
Mを
排
水
性
舗
装

(
2
万
1
7

2
0平
方

M
)
で
施
工
し
て
い
る
。

同
社
は
、
全
国
各
地
の
土
工
事
、
舗
装
工

事
で
情
報
化
施
工
に
豊
富
な
実
績
を
持
つ
。

今
回
の
現
場
に
は
、
マ
T
S
(ト
ー
タ
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
)
を
用
い
た
モ
i
タ
グ
レ
ー
ダ

の
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

(
M
C
)
技
術
マ

G
N
S
Sを
用
い
た
締
固
め
管
理
技
術
(
タ

イ
ヤ
ロ
l
ラ
)
マ
T
S
に
よ
る
出
来
形
管
理

技
術
(
自
動
追
尾
型
T
S
に
よ
る
ワ
ン
マ
ン

計
測
、
管
理
ソ
フ
ト
内
蔵
型
T
S
に
よ
る
ツ

i
マ
ン
計
測

)
1
lを
採
用
し
て
い
る
。

監
理
技
術
者
の
前
田
幸
孝
氏
(
奥
村
組
土

木
興
業
)
は
「
直
線
道
路
で
線
形
も
緩
や
か

な
の
で
情
報
化
施
工
に
は
最
適
な
現
場
だ
。

作
業
員
か
ら
作
業
の
効
率
が
上
が
っ
て
い
る

t

と
い
う
芦
も

蹴
聞
か
れ
、
負

技
担
軽
減
に
大

刷
催
き
く
貢
献
し

第
一
て
い
る
」
と

工
会
追
い
込
み
を

糊
鵬
か
け
る
現
場

機
施
で
の
有
効
性

設
実

E

建
型
を
強
調
す

山
崎
磯
る
。

1
4

研
修
会
に

は
、
地
元
建
設
業
者
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

ほ
か
、
鳥
取
県
や
中
国
地
方
整
備
局
倉
吉
河

川
国
道
事
務
所
の
職
員
な
ど
多
く
の
関
係
者

が
出
席
し
た
。
現
場
で
の
実
施
研
修
に
先
立

ち
、
整
備
局
の
藤
山
利
人
企
画
部
機
械
施
工

管
理
宮
が
「
情
報
化
施
工
技
術
の
最
近
の
動

向
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
実
施

体
験
で
は
、
出
席
者
一
人
ひ
と
り
が
機
械
な

ど
に
触
れ
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
体
感
し
た
。

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14.信濃毎日

【建設ICT】
1.日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
⑬建設通信
16.建設工業
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